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審査 の結果の 要旨
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本研究 は
､ 潰癌性 大腸炎症例 における月旦道腰疾患 の頻度､ 背景を明らか にす るた め

､ 核

磁気共鳴画像( M R I: M ag n eti c R e s o n a n c e lm agi n g) ､
お よびそ の の 撮像法の

一

つ である磁気胆道

障管投影 法( M ag n eti c R e s o n an c e C h o l a n g io
- P an c r e at og r a p h y : M R C P) を用い て ス クリ

ー

ニ ン グ

お こ ない ､ 各症例 の 経過 を観察 したも の で あり
､ 下記 の結果を得て い る｡

1 . 潰癌性大腸炎症例 8 0 例(平均年齢は 3 7 .9 歳､
男性 4 6 例 ､ 女性 3 4 例 o 全結腸型 5 3 例 ､

左結腸型 2 7 例) に対して M R I
､

M R C P を施行したころ
､ 原発性硬化性胆管炎1 例(1 .3 % )

の他 ､ 限局性胆管狭窄例 4 例(5 . 0 % ) ､
胆管壁 の肥厚濃染 2 例(2 .5 % ) ､

造影後動脈相に

おける肝実質の 不均一な潰染 6 例(7 .5 % ) を認 めた(重複あり) ｡
いずれも原発性硬化性胆

管炎に部分的に類似する肝胆道病変でありそ の 初期像を見て い る可能性が考えられた｡

2 . 肝胆道具常例には全結腸型
､
および S A S P の投与歴 がある症例が有意に多く､

血清 A S T
､

A L P 借上昇例がお おか っ た｡ 原発性硬化性胆管炎と診断した 1 例が､ 肝機能が急激に悪

化し､
1 年 1 1 ケ月後に脳死肝移植が施行された

｡
そ の 他の 1 1 例では平均観察期間 2 年 7

ヶ月で肝機能 の増悪を来たした例はなく
､
そ の 予後は少なくとも短期的には良好であること

が示されたo

3
｡ 搾臓 に つ い ては ､

1 5 例(1 9 % ) の異常例があ っ た｡ 主揮管の びまん性狭小を 5 例( 6
.
3 % ) に ､

主勝管の狭窄､ 拡張を5 例(6 ,3 % ) に
､
主揮管は正 常だが分枝膜管の みが拡張を示 す例を

3 例(3
.
8 % ) に ､ 揮管は 正常だが

､
造影早期相で障実質の 濃染不良例を2 例(2 .5 % ) 認めた

o

潰癌性 大腸炎症例 の 障異常は
､
これまで報告されて い るよりも高頻度であることが示され

たo

4 ｡ 揮臓 に異常所 見 の ある例が有意に血清アミラ
ー ゼ 上昇頻度高か っ た｡ また有意差はないも

の の若年である傾向が見られたo 観察期間中に全潰癌性大腸炎患者中 4 例が
､
血清アミラ

ー ゼ 上昇を伴う腹痛を訴えた｡ 3 例は M R C P にて主揮管がびまん性 に狭′J ､ 化して い た症例

であり､ 慢性揮炎 の 急性増悪と診 断
､
1 例 は M R I で は障臓に異常所見はなく

､
急性障炎と

診 断したo
これら4 例の 肺炎は いずれも､

2一週間以 内の保存的治療で軽快したo M R C P にて
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謄異常が認められた症例は
､ 謄炎発作を発症する危険性がある可能性が示された o

5 . 上腹部痛などを主訴とし
､ 下痢 ､ 下血など潰癌性大腸炎を示唆する症状を認 めなか っ た症

例から無作為に 4 5 例を抽出し
､
比較対象群としたo 対照群4 5 例 の M R I では

､
2 例 の障のう

胞性腰痛以外肝 胆道挿に異常所見を認 めた例はなか っ たo M R I ､ M R C P にて発見された

揮胆道異常は潰癌性大腸炎に特異的所見と考えられたo

以上
､ 本論文は潰癌性大腸炎症例 に M R C P を施行す ると

､ 原発性硬化性胆管炎をはじめと

して高頻度に肺胞管異常が発 見され ､
か つ これ らは 潰癌性大腸炎に特異的所見 で ある こ と を

明らか に したも の で
､ 学位の 授与に借す るもの と考えられる ｡

尚
､ 審査会時点か ら､ 論文 の 内容 に つ い て以下 の 点が改訂された

｡

1
｡

M R I 撮像法 に つ い て 先行論文を引用 した D
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